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理
事
会
に
先
立
ち
、
こ
れ
ま
で
に

殉
職
さ
れ
た
消
防
団
員
・
職
員
及
び

東
日
本
大
震
災
で
犠
牲
と
な
ら
れ
た

方
々
の
御
霊
を
慰
め
る
た
め
、
黙
祷

が
捧
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
岸
谷
会
長
か
ら

挨
拶
を
、
続
い
て
、
藤
原
防
災

監
よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

岸
谷
会
長
が
議
長
を
務
め

る
な
か
審
議
が
行
わ
れ
、
す
べ

て
の
議
案
が
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
五
月
一
八
日
（
水
）

一
三
時
三
〇
分
か
ら
、
兵
庫
県
公
館

に
お
い
て
、
平
成
二
三
年
兵
庫
県
功

労
者
表
彰
式
が
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
は
、
二
〇
の
功
労
分
野
に
わ

た
り
二
四
〇
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま

　

防
災
白
書
は
、
災
害
対
策
基
本
法

第
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

政
府
が
毎
年
国
会
に
対
し
て
「
防
災

に
関
し
て
と
っ
た
措
置
の
概
況
」
及

び
「
防
災
に
関
す
る
計
画
」
の
報
告

を
行
う
も
の
で
、
平
成
二
三
年
版
防

災
白
書
が
、
平
成
二
三
年
六
月
一
四

日
（
火
）
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
国
会

に
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
版
防
災
白
書
は
全
三

部
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
第
一
部
に

は
「
東
日
本
大
震
災
」
に
関
す
る
こ

と
、
第
二
部
に
は
「
平
成
二
二
年
以

降
に
発
生
し
た
主
要
な
災
害
と
そ
の

対
策
等
」
に
関
す
る
こ
と
、
第
三
部

に
は
「
平
成
二
一
年
度
に
お
い
て
防

災
に
関
し
て
と
っ
た
措
置
の
概
況
・

平
成
二
三
年
度
の
防
災
に
関
す
る
計

画
」
に
つ
い
て
、
取
り
ま
と
め
ら
れ

し
た
。

　

そ
の
う
ち
、
防
災
・
消
防
功
労
で

は
消
防
関
係
者
六
名
の
方
々
が
受
賞

さ
れ
、
消
防
功
労
の
受
賞
者
を
代
表

し
、
太
子
町
消
防
団
の
嶋
澤
団
長
が

井
戸
知
事
か
ら
表
彰
状
を
受
け
ま
し

た
。

　

表
彰
式
後
、
祝
賀
テ
ィ
ー
パ
ー

テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
な
ご
や
か
に
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
受
賞
者
の
方
々
は
次
の
と

お
り
で
す
。 

（
敬
称
略
）

◎
防
災
・
消
防
関
係

　

太
子
町
消
防
団

　
　

団　
　

長 

嶋
澤　

清
美

　

洲
本
市
消
防
団　

　
　

団　
　

長 

竹
口　

弘
之

　

神
戸
市
中
央
消
防
団

　
　

団　
　

長 

深
井　
　

勲

　

豊
岡
市
出
石
消
防
団

　
　

団　
　

長 

藤
井　

正
昭

ま
し
た
。

　

五
月
末
時
点
で
の
東
日
本
大
震
災

の
被
害
の
概
要
や
対
応
、
今
後
の
取

り
組
み
な
ど
が
一
〇
八
ペ
ー
ジ
に
わ

た
っ
て
盛
り
込
ま
れ
た
ほ
か
、
東
京

電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
等
の
原
子

力
災
害
に
つ
い
て
も
と
り
ま
と
め
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
防
災
対
策
と
し
て
は
，
防

災
基
本
計
画
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る

地
震
・
津
波
対
策
の
充
実
や
東
海
、

平
成
二
三
年
版
防
災
白
書
が
閣
議
決
定

東
南
海
・
南
海
、
首
都
直
下
地
震
へ

の
取
り
組
み
強
化
・
促
進
等
が
挙
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

防
災
白
書
に
つ
い
て
は
内
閣
府

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
の
防
災
情
報
ペ
ー

ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

内
閣
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.bousai.go.jp/

hakusho/hakusho.htm
l

主
要
議
案

一
．
第
一
号
議
案

　

平
成
二
二
年
度
事
業
報
告
及
び
平

成
二
二
年
度
収
支
決
算
承
認
に
つ
い

て
　

二
．
報
告
事
項

　

① 

平
成
二
三
年
度
事
業
計
画
及
び

平
成
二
三
年
度
収
支
予
算
に
つ

い
て

　

②
役
員
等
の
異
動
に
つ
い
て

　

③ 

平
成
二
三
年
度
消
防
団
員
関
係

の
研
修
に
つ
い
て

　

④ 

「
ひ
ょ
う
ご
消
防
の
つ
ど
い

二
〇
一
一
」
の
開
催
に
つ
い
て

　

西
宮
市

　
　

消
防
正
監 

中
島
日
出
男

　

加
古
川
市

　
　

消
防
正
監 

長
谷
川
美
義

　
平
成
二
三
年

　
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
挙
行

　

平
成
二
三
年
五
月
二
三
日
（
月
）
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
神
戸
に

お
い
て
平
成
二
三
年
度
理
事
会
・
代
議
員
会
が
藤
原
防
災
監
の
ご
出
席
の
も
と

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

兵
庫
県
消
防
協
会

平
成
二
三
年
度
理
事
会
・
代
議
員
会
開
催

平成23年度理事会・代議員会

藤原防災監あいさつ

県功労者表彰の様子
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今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

緊
急
消
防
援
助
隊
は
、
平
成
二
三

年
三
月
一
一
日
の
地
震
発
生
直
後
か

ら
、
主
な
被
災
県
で
あ
る
岩
手
県
、

宮
城
県
及
び
福
島
県
を
除
く
全
国

四
四
都
道
府
県
よ
り
各
被
災
地
に
出

動
し
、
消
火
、
救
助
、
救
急
活
動
に

従
事
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
平
成

一
五
年
の
緊
急
消
防
援
助
隊
の
法
制

化
以
来
、
消
防
庁
長
官
の
指
示
に
よ

る
初
め
て
の
出
動
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
活
動
し
て
き
た
緊
急

消
防
援
助
隊
で
あ
り
ま
す
が
、
各
県

災
害
対
策
本
部
と
の
調
整
を
踏
ま

え
、
岩
手
県
内
で
の
活
動
を
五
月

一
九
日
に
、
宮
城
県
内
で
の
活
動
を

五
月
三
一
日
に
終
了
し
、
六
月
六
日

午
後
、
福
島
県
内
で
活
動
し
て
き
た

千
葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
及
び

栃
木
県
の
各
部
隊
が
活
動
を
終
え
る

こ
と
に
よ
り
す
べ
て
の
緊
急
消
防
援

助
隊
が
、
そ
の
任
務
を
終
え
活
動
を

終
了
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
成
二
三
年
六
月
一
日
よ
り
、
既

存
住
宅
へ
の「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」

の
設
置
義
務
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

消
防
法
に
よ
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
設
置
義
務
に
つ
い
て
は
、
平
成

一
八
年
六
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
以
降
に
建
て
ら

れ
た
住
宅
に
は
建
築
時
に
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、
各
市
町

村
の
条
例
に
よ
り
猶
予
期
間
を
設
定

し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
市
町

村
に
よ
り
義
務
化
開
始
時
期
が
異

な
っ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
市
町
村

は
、
猶
予
期
間
を
最
長
の
五
年
間
と

し
て
い
た
と
こ
ろ
で
、
猶
予
期
間
が

終
了
す
る
平
成
二
三
年
六
月
一
日
か

ら
、
日
本
全
国
す
べ
て
の
地
域
で
義

　

日
頃
皆
さ
ま

か
ら
ご
利
用
い

た
だ
い
て
お
り

ま
す
、
兵
庫
県

消
防
協
会
の

ホ
ー
ム
ぺ
ー

ジ
「
こ
ん
に
ち

は
！
ひ
ょ
う
ご

の
消
防
団
で

す
」
は
お
か
げ

さ
ま
で
三
〇
万

も
の
ア
ク
セ
ス

を
突
破
し
、
こ

れ
か
ら
も
団
員

の
方
々
の
情
報

交
換
の
場
と
し

て
、
さ
ら
に
は
県
民
は
も
ち
ろ
ん
他

府
県
の
方
々
に
も
広
く
兵
庫
県
内
の

消
防
団
を
知
っ
て
頂
く
場
と
し
て
、

一
層
の
内
容
の
充
実
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
幅
広
い
Ｐ
Ｒ
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
今
後
と
も
、
皆
さ

ま
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
、
お
気
軽
に
消
防
団

の
Ｐ
Ｒ
や
団
活
動
へ
の
意
見
を
投
稿

で
き
る
ペ
ー
ジ
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ど
し
ど
し
投
稿
・
書
き
込
み
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
Ｔ
ａ
ｌ
ｋ
掲
示
板

　

フ
リ
ー
ト
ー
ク
形
式
に
よ
る
掲
示

板
で
す
。
消
防
団
活
動
へ
意
見
・
感

想
を
自
由
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ

い
。
女
性
消
防
団
員
の
方
は
、
Ｌ
ａ

ｄ
ｉ‘
ｓ 

Ｆ
ｉ
ｒ
ｅ
掲
示
板
へ
ど
う

ぞ
。

消
防
掲
示
カ
レ
ン
ダ
ー

　

カ
レ
ン
ダ
ー
形
式
で
書
き
込
め

る
、
消
防
関
係
の
行
事
イ
ベ
ン
ト
等

を
紹
介
す
る
掲
示
板
で
す
。
消
防
出

初
式
、
消
防
操
法
大
会
は
も
ち
ろ
ん

分
団
レ
ベ
ル
等
の
行
事
で
も
記
入
が

可
能
で
す
。
消
防
団
に
限
ら
ず
、
消

防
本
部
お
知
ら
せ
し
た
い
行
事
等
が

あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
一　

派
遣
期
間

平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
～

 

平
成
二
三
年
六
月
六
日

二　

派
遣
人
員
、
隊
数

　

総
派
遣
人
員
数

 

二
八
，
六
二
〇
人

　

総
派
遣
部
隊
数

 

七
，
五
七
七
隊

　

延
べ
派
遣
人
員

 
一
〇
四
，
〇
九
三
人

　

延
べ
派
遣
部
隊
数

 
二
七
，
五
四
四
隊

　

最
大
時
派
遣
人
員

 

六
，
〇
九
九
人

　

派
遣
隊
数 

一
，
五
五
八
隊

　

緊
急
消
防
援
助
隊
の
救
助
・

　
　

救
出
実
績

 

四
，
六
一
四
人

兵
庫
県
隊
の
派
遣
状
況

　

延
べ
派
遣
人
員

 

一
二
，
七
〇
九
人

務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災
に

早
く
気
づ
い
て
命
を
落
と
さ
な
い
た

め
の
も
の
で
す
が
、
同
時
に
素
早
い

消
火
活
動
に
つ
な
げ
て
被
害
を
よ
り

小
さ
く
す
る
効
果
も
あ
り
ま
す
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
警
報
を

鳴
ら
す
の
も
止
め
る
の
も
ボ
タ
ン
一

つ
の
操
作
と
な
り
ま
す
。
月
に
一
度

は
ボ
タ
ン
を
押
し
て
、
き
ち
ん
と
動

作
を
す
る
か
、
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

あ
や
ま
っ
て
警
報
が
鳴
っ
た
場
合
で

も
、ボ
タ
ン
を
押
す
と
止
ま
り
ま
す
。

　

大
切
な
命
、
財
産
を
守
る
た
め
に

も
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
必
ず
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

　

火
災
警
報
器
が
鳴
っ
た
ら

　

火
災
警
報
器
を
設
置
し
、
警
報
が

鳴
っ
た
と
き
は
、
ま
ず
警
報
が
鳴
っ

て
い
る
付
近
で
煙
や
炎
、
に
お
い
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

火
災
で
な
け
れ
ば
、
停
止
ボ
タ
ン

で
警
報
を
止
め
ま
す
。

　

火
災
が
発
生
し
て
い
る
場
合
は
、

大
声
で
周
り
に
「
火
事
だ
！
」
と
知

ら
せ
、
す
ぐ
に
一
一
九
番
通
報
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　

消
火
器
等
で
初
期
消
火
を
行
う
場

合
、
無
理
は
禁
物
で
す
。

　

避
難
を
す
る
場
合
は
、
な
る
べ
く

姿
勢
を
低
く
し
て
、
口
を
ハ
ン
カ
チ

な
ど
で
覆
い
、
煙
を
で
き
る
だ
け
吸

い
込
ま
な
い
よ
う
に
し
て
、
避
難
し

ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
完
全
義
務
化
さ
れ
ま
し
た

兵
庫
県
消
防
協
会
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ

「
こ
ん
に
ち
は
！

�

ひ
ょ
う
ご
の
消
防
団
で
す
」　

�

の
ご
利
用
に
つ
い
て

�

県
消
防
協
会
事
務
局

　

消
防
庁
に
お
い
て
、
節
電
の
た
め

の
エ
ア
コ
ン
の
使
用
自
粛
が
原
因
で

今
夏
熱
中
症
患
者
が
増
加
す
る
懸
念

が
あ
る
と
し
て
、
熱
中
症
に
な
り
や

す
い
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
予
防
策

な
ど
を
ま
と
め
た
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が

作
製
さ
れ
ま
し
た
。

　

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
は
立
ち
く
ら
み

や
め
ま
い
は
熱
中
症
の
症
状
で
放
置

す
る
と
意
識
障
害
な
ど
重
い
症
状
に

陥
る
恐
れ
が
あ
る
と
強
調
さ
れ
、
予

防
策
と
し
て
、
室
温
が
二
八
度
を
超

え
な
い
よ
う
こ
ま
め
に
確
認
を
し
た

   夏に向けて、熱中症になる人が 
   増えてきます。 
   熱中症を知って、しっかり予防 
   し、楽しい夏を過ごしましょう！ 

      救急車を呼んで、一刻も早く病院へ行くべき 
      状態や症状についても紹介しています。 
      当てはまる場合は、ためらわずに119番しま 
              しょう。 
 
 

   このリーフレットでは、熱中症の 
         症状や応急手当を紹介しています。 

http://www.fdma.go.jp/  

【memo】 

※消防庁で作成した「救急車利用マニュアル」も合わせてご覧ください 
   消防庁ＨＰ「http://www.fdma.go.jp/」の右側の「救急車利用マニュアル」をクリック 

高齢者の特徴 

 
 
☝ 室温をこまめにチェックし、
エアコンや扇風機等を活用！ 

 

☝ のどが渇かなくても水分補
給！ 

 

☝ 調子が悪いと感じたら、家族
や近くの人にそばにいてもら
いましょう！ 

汗腺などが未熟 

地面の照り返しに
より、高い温度に
さらされる 

子供の特徴 

 
☝お子さんの様子を十分に観察  
しましょう！ 

☝遊びの最中には、水分補給や  
休憩を！ 

☝外出時の服装に注意し、    
帽子も忘れずに！ 

☝日頃から栄養バランスのとれた 
食事や運動、遊びを通して   
暑さに負けない体づくりを実践 
しましょう！ 

  持病をお持ちの方やお子さんは、かかりつけの医師とあらかじめ相談し、 
    熱中症対策についてアドバイスをもらっておきましょう 

暑さを 
感じにくい 

汗をかき 
にくい 

✚熱中症の応急手当✚ 

水
分 

✚ 涼しい場所へ移動し、衣服を緩め、安静に寝かせる 
 

✚ エアコンをつける、扇風機・うちわなどで風をあて、体を 
   冷やす 

脇の下・太もものつけね 
などを冷やす 

飲めるようであれば 
水分を少しずつ 
頻回に取らせる 

　

延
べ
派
遣
部
隊
数

 

三
，
四
八
三
隊

り
、
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
を

取
っ
た
り
す
る
よ
う
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

な
お
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
は
消
防
庁

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
公
開
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

　
消
防
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.fdm
a.go.jp

緊
急
消
防
援
助
隊
の
活
動
終
了

�

消
　
防
　
庁

「
熱
中
症
対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」
作
成

�

消
　
防
　
庁

緊急消防援助隊の活動状況

「こんにちは！ひょうごの消防団です」HP

熱
中
症
対
策
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
よ
り
抜
粋
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平
成
二
三
年
三
月
一
一
日
に
起
き

た
東
日
本
大
地
震
は
、
想
像
を
超
え

た
大
災
害
で
あ
り
、
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
の
ご
冥
福
と
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
力
強
い
復
興
復
旧
へ
の
歩
み

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
復
興
復
旧
に
際
し
、

出
来
る
こ
と
を
行
い
、
被
災
地
へ
の

支
援
に
尽
く
す
こ
と
が
望
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

昭
和
五
一
年
の
水
害
を
初
め
、
平

成
七
年
一
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災

　

こ
の
度
の
東
日
本
震
災
で
被
災
さ

れ
た
皆
様
、
並
び
に
関
係
者
皆
様
に

謹
ん
で
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
様
の
一
日
も
早
い
復
旧
、
復
興
を

心
か
ら
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

私
は
昭
和
四
十
七
年
・
春
に
浜
坂

町
消
防
団
（
現
新
温
泉
町
消
防
団
浜

坂
支
団
）
第
三
分
団
へ
故
平
澤
前
団

長
と
共
に
入
団
い
た
し
ま
し
た
。

　

久
々
の
新
入
団
員
と
い
う
こ
と
で

新
聞
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。当
時
は
、

第
三
分
団
の
格
納
庫
は
お
寺
（
満
願

寺
）
の
境
内
に
あ
り
、
毎
月
の
定
期

訓
練
は
境
内
行
わ
れ
、
ホ
ー
ス
巻
・

延
長
、
管
鎗
の
結
合
等
の
取
り
扱
い

の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。
ま
た
、
ポ

ン
プ
操
法
の
練
習
も
、
夜
に
車
の
明

か
り
を
頼
り
に
連
日
行
い
ま
し
た
。

団
員
は
大
半
が
自
営
業
者
で
、
有
事

の
際
は
他
の
分
団
よ
り
も
早
く
出
動

し
て
消
火
に
当
た
る
こ
と
が
度
々
で

し
た
。

　

浜
坂
は
海
に
近
く
、
度
々
水
害
で

悩
ま
さ
れ
ま
し
た
。
特
に
平
成
二
年

九
月
十
九
日
の
台
風
十
九
号
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
公
立
浜
坂
病
院
を
は
じ

め
附
近
の
集
落
が
壊
滅
的
被
害
に

遭
っ
た
こ
と
は
今
で
も
忘
れ
ま
せ

ん
。
近
年
も
梅
雨
や
台
風
シ
ー
ズ
ン

に
は
必
ず
警
戒
本
部
を
設
置
し
て
水

害
に
備
え
て
い
ま
す
。
若
い
団
員
の

皆
様
に
は
、
ぜ
ひ
水
防
訓
練
（
シ
ー

ト
張
り
工
法
や
木
流
し
工
法
等
）
を

受
け
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

浜
坂
支
団
は
、
浜
坂
、
大
庭
、
西

浜
の
旧
村
三
地
区
で
組
織
さ
れ
、
地

域
密
着
の
消
防
団
で
す
。
行
政
改
革

で
分
団
制
を
採
っ
て
い
ま
す
が
、
各

集
落
単
位
の
部
制
を
今
で
も
重
視
し

て
い
ま
す
。
各
地
域
は
地
域
の
消
防

団
で
守
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

昨
今
で
は
個
人
情
報
の
保
護
と
い

う
こ
と
で
、
お
隣
や
近
所
の
繋
が
り

が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
有
事

の
時
こ
そ
横
の
繋
が
り
『
絆
』
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
浜
坂
支

団
の
皆
様
、
地
域
の
防
災
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

三
田
市
は
兵
庫
県
南
東
部
、
六
甲

山
系
の
北
側
に
位
置
し
、
総
面
積

二
一
〇
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口

一
一
万
四
千
人
で
、
農
村
と
都
市
の

二
つ
の
顔
を
併
せ
持
っ
て
い
ま
す
。 

　

田
園
都
市
と
し
て
、
豊
か
な
環
境

と
穏
や
か
な
気
候
に
恵
ま
れ
た
農
村

部
と
、
大
規
模
開
発
に
よ
り
発
展
し

た
市
街
化
区
域
を
、
火
災
、
水
災
、

地
震
等
の
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
守
っ

て
い
る
の
が
畑
団
長
を
筆
頭
と
す

る
三
田
市
消
防
団
七
〇
四
名
で
す
。 

　

畑
団
長
は
昭
和
五
十
年
の
入

団
以
来
、
分
団
幹
部
、
副
団
長

を
歴
任
さ
れ
、
平
成
二
十
二
年

五
月
一
日
に
長
年
に
わ
た
り
兵

庫
県
消
防
協
会
長
を
務
め
ら
れ

た
現
・
関
山
名
誉
団
長
の
後
を

受
け
団
長
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

　

私
が
消
防
団
に
入
団
し
て
３
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　

ポ
ン
プ
操
法
や
、
火
災
発
生
時
の

 

「
消
防
団
活
動
を
通
し
て
」

　

南
あ
わ
じ
市
消
防
団

　
　

志
知
第
一
分
団
第
二
部

桑
島　
　

剛

出
動
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し

て
地
域
防
災
に
尽
力
す
る
消
防
団
の

熱
意
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ

を
間
近
で
経
験
す
る
こ
と
で
自
分
自

身
に
も
得
る
も
の
は
大
き
か
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

ま
た
同
時
に
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
周
辺
地
域
と
の
人
の
絆
を
つ
な

げ
る
の
に
も
消
防
団
は
大
き
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
で

し
た
。

　

私
は
以
前
長
く
県
外
に
勤
め
て
い

た
た
め
、
転
職
を
き
っ
か
に
地
元
に

帰
っ
て
き
た
時
に
は
地
域
と
の
繋
が

り
が
と
て
も
薄
く
、
知
人
の
近
況
も

あ
ま
り
知
ら
な
い
と
い
う
状
態
で
し

た
。
そ
こ
へ
消
防
団
入
団
が
き
っ
か

け
と
な
っ
て
、
多
く
の
人
と
の
付
き

合
い
が
生
ま
れ
、
消
防
団
活
動
以
外

の
地
域
の
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加

す
る
よ
う
に
な
り
、
日
々
の
生
活
が

非
常
に
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
し

た
。
他
の
皆
さ
ん
も
各
々
仕
事
を

持
っ
て
い
る
中
で
時
間
を
作
っ
て
参

加
さ
れ
て
い
て
、
そ
う
い
っ
た
地
域

と
の
繋
が
り
を
持
つ
こ
と
は
と
て
も

大
切
な
の
だ
と
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

　

ま
た
そ
の
繋
が
り
が
あ
っ
て
は
じ

め
て
、
大
き
な
災
害
が
起
こ
っ
た
と

き
な
ど
に
そ
の
被
害
を
最
小
限
に
食

い
止
め
る
こ
と
も
で
き
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
そ
う
い
う
意
識
を
常

に
持
ち
つ
つ
、
地
域
の
た
め
に
力
に

な
れ
る
よ
う
日
々
努
力
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

や
平
成
二
一
年
八
月
の
佐
用
町
の
水

害
な
ど
、
県
内
で
の
災
害
に
直
面
し

た
こ
と
と
、
こ
の
度
の
東
日
本
大
震

災
を
教
訓
に
、
防
災
の
根
底
を
自
問

自
答
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
人
と
人

と
の
結
び
つ
き
が
大
変
重
要
で
あ
る

こ
と
を
再
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。

　

近
頃
は
核
家
族
化
に
よ
り
地
域
に

お
け
る
そ
の
繋
が
り
に
懸
念
が
生
じ

て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
中
、
町
の
消

防
団
活
動
も
、
自
治
会
と
の
繋
が
り

 

畑
団
長
は
、
温
厚
誠
実
に
し
て
責

任
感
が
強
く
、
日
頃
か
ら
郷
土
愛

と
消
防
人
と
し
て
の
使
命
に
燃
え
、

日
々
活
躍
し
て
お
ら
れ
、
各
種
災

害
で
は
、
な
み
い
る
猛
者
を
率
い

て
陣
頭
指
揮
を
執
り
、
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

ま
た
部
下
の
意
見
も
尊
重
し
な
が

ら
、
消
防
団
の
団
結
に
努
め
、
己

に
厳
し
く
他
に
対
す
る
寛
容
な
態

度
に
よ
り
、
団
員
か
ら
の
信
望
も

非
常
に
厚
く
、
活
動
団
員
の
安
全

を
い
つ
も
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　

そ
し
て
常
備
・
非
常
備
の
連

携
も
常
に
念
頭
に
置
い
て
活
動

○177

が
希
薄
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
町
は
、
消
防
団
の
組
織
が

各
自
治
会
を
基
と
し
た
組
織
で
あ
る

た
め
、
団
員
の
活
動
が
日
常
の
消
火

栓
や
消
防
器
具
の
点
検
な
ど
地
域
住

民
と
と
も
に
維
持
管
理
に
努
め
て
い

ま
す
。

　

そ
し
て
、
消
防
に
は
不
可
欠
で
あ

る
消
防
技
術
の
向
上
に
は
、
水
防
・

防
災
・
操
法
訓
練
を
定
期
的
に
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

平
成
二
三
年
度
も
、
町
の
消
防
操

法
大
会
を
六
月
に
行
い
、
操
法
競
技

を
通
じ
て
、
団
員
相
互
の
団
結
を
も

目
指
し
て
い
ま
す
。

　

聖
徳
太
子
の
尊
い
教
え
で
あ
る

「
和
を
以
て
貴
と
為
す
」
は
、
団
員

相
互
の
団
結
を
担
う
上
で
の
道
し
る

べ
と
し
て
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

さ
れ
て
お
り
、
事
務
局
と
し
て

も
非
常
に
頼
も
し
い
団
長
で
す
。 

　

今
後
も
畑
団
長
を
中
心
に
一
致
団

結
し
、「
強
い
三
田
市
消
防
団
」
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
三
田
市
民
の

負
託
に
応
え
る
べ
く
日
々
邁
進
し
て

い
く
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
地
球
温
暖
化
の
影
響
を
受

け
て
い
る
た
め
か
、
一
時
間
に
五
〇

ミ
リ
を
超
え
る
非
常
に
激
し
い
雨
の

発
生
回
数
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

兵
庫
県
内
で
も
毎
年
の
よ
う
に
浸
水

被
害
や
土
砂
災
害
な
ど
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

集
中
豪
雨
は
、
雨
雲
の
急
速
な
発

達
な
ど
に
よ
り
突
発
的
に
狭
い
地
域

で
発
生
す
る
た
め
、
予
想
は
極
め
て

困
難
で
す
。
中
小
河
川
の
は
ん
ら
ん

や
土
砂
崩
れ
、
が
け
崩
れ
な
ど
に
よ

る
大
き
な
被
害
が
起
き
や
す
い
た

め
、
崖
付
近
や
造
成
地
、
扇
状
地
な

ど
は
特
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
集
中
豪
雨
に
備
え
る

に
は
、
次
の
よ
う
な
心
が
け
が
大
切

で
す
。

◦ 

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
で
住
ん
で

い
る
地
域
に
ど
の
よ
う
な
被
害
の

恐
れ
が
あ
る
か
、
避
難
場
所
や
避

難
経
路
な
ど
を
事
前
に
確
認
し
て

お
く
。

◦ 

気
象
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
し
、
大
雨

警
報
や
洪
水
警
報
が
発
表
さ
れ
た

ら
避
難
準
備
を
す
る
。

◦ 

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表
さ

れ
た
ら
速
や
か
に
避
難
す
る
。

◦ 

避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
発
表
さ

れ
て
い
な
く
て
も
、
川
や
が
け
の

そ
ば
な
ど
危
険
な
場
所
に
い
た

り
、
避
難
に
時
間
が
か
か
っ
た
り

す
る
場
合
は
早
め
に
自
主
避
難
す

る
。 集

中
豪
雨
に

�

注�

意

�

　
尊
き
教
え
と
消
防

�

太
子
町
消
防
団

�

 

強
い
三
田
市
消
防
団

　
　
　

三
田
市
消
防
団
団
長

畑　
　
　

勇

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

わ
れ
ら
若
手
消
防
団
員

〈39〉〈39〉

 

地
域
の『
絆
』

　

新
温
泉
町
消
防
団

 

元
副
団
長　
　
　

 

岩
田　

富
雄

平成２年台風19号災害
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梅
雨
に
入
り
、
湿
度
も
高
く
蒸
し

暑
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
皆

さ
ま
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

さ
て
、
今
月
号
で
は
、
平
成
二
三

年
度
兵
庫
県
消
防
協
会
理
事
会
・
代

議
員
会
、
兵
庫
県
功
労
者
表
彰
式
に

つ
い
て
一
面
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
各
地
区
よ
り
多
数
の
ご
寄

稿
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

大
雨
な
ど
何
か
と
気
が
か
り
な
季

節
と
な
り
ま
し
た
が
、
災
害
へ
の
備

え
を
十
分
に
、
く
れ
ぐ
れ
も
体
調
に

は
気
を
つ
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ

い
。

　

弥
彦
山
（
新
潟
県
）・
英
彦
山
（
福

岡
県
・
大
分
県
）
と
共
に
日
本
三
彦

山
の
一
つ
で
あ
る
雪
彦
山
は
、
洞
ヶ

岳
、
鉾
立
山
、
三
辻
山
の
三
山
を
総

称
し
た
も
の
で
、
一
般
的
に
は
洞
ヶ

岳
を
雪
彦
山
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

（
洞
ヶ
岳
は
さ
ら
に
大
天
井
岳
、
不

行
岳
、
三
峰
岳
、
地
蔵
岳
の
四
つ
に

分
か
れ
て
い
ま
す
。）
雪
彦
山
の
定

義
と
し
て
は
、
旧
飾
磨
郡
夢
前
町
で

は
、
前
記
の
と
お
り
で
す
が
、
国
土

地
理
院
の
地
図
で
は
、三
辻
山
を「
雪

彦
山
」
と
し
て
二
等
三
角
点
を
置
い

て
お
り
、
諸
説
が
有
る
よ
う
で
す
。

中
で
も
洞
ヶ
岳
は
岩
肌
を
あ
ら
わ
に

見
せ
て
険
し
く
聳
え
立
ち
、
玄
常
上

人
以
来
の
修
験
者
の
道
場
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

そ
の
修
験
道
の
行
場
と
し
て
の
雪

彦
山
の
南
側
に
は
、
こ
の
信
仰
を
支

え
る
賀
野
神
社
が
置
か
れ
て
い
ま

す
。
賀
野
神
社
の
由
緒
は
古
く
、
応

神
天
皇
諸
国
巡
幸
の
際
、
夢
の
お
告

げ
に
よ
り
鉾
立
山
頂
上
に
「
い
ざ
な

ぎ
の
神
」、「
い
ざ
な
み
の
神
」、「
う

け
も
ち
の
神
」
を
祀
ら
れ
た
が
中
世

に
今
の
地
に
移
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
神
仏
分
離

令
に
よ
り
、
雪
彦
山
金
剛
鎮
護
寺
を

廃
し
、
賀
野
神
社
に
高
産
霊
神
、
神

産
霊
神
、
誉
田
天
皇
（
応
神
天
皇
）

の
三
神
を
合
祀
し
て
現
在
に
至
っ
て

い
ま
す
。
慶
応
四
年
（
一
八
六
四
）

改
築
の
本
殿
は
素
晴
ら
し
い
建
築
物

で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
雪
彦
山
で
は
、
近
年

の
登
山
ブ
ー
ム
も
有
り
、
春
夏
秋
冬

一
年
を
通
し
て
大
勢
の
方
々
が
登
山

さ
れ
て
い
ま
す
。
登
山
コ
ー
ス
に
は

特
別
な
登
山
技
術
を
必
要
と
し
な
い

登
山
コ
ー
ス
か
ら
、
本
格
的
な
ロ
ッ

ク
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
コ
ー
ス
ま
で
有
り

ま
す
の
で
、
自
分
の
体
力
・
技
術
に

合
っ
た
登
山
を
さ
れ
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

平
成
十
八
年
三
月
に
は
市
町
合
併

等
広
域
化
に
よ
り
飾
磨
郡
夢
前
町
は

姫
路
市
夢
前
町
と
な
り
、
こ
の
雪
彦

山
も
姫
路
市
消
防
局
管
内
に
な
り
ま

し
た
。
消
防
局
で
は
急
峻
な
山
岳
地

帯
を
管
轄
す
る
よ
う
に
な
り
、
危
険

な
山
岳
部
で
の
救
助
活
動
に
対
応
す

る
た
め
、
救
助
隊
員
十
七
名
を
指
名

し
、
山
岳
知
識
、
専
門
の
高
度
な
技

術
を
研
修
、
訓
練
を
重
ね
、
平
成

二
十
年
十
月
十
日
か
ら
は
「
姫
路
市

消
防
局
山
岳
救
助
隊
」
を
発
足
さ
せ

て
い
ま
す
。

　

姫
路
市
夢
前
町
消
防
団
で
は
、
姫

路
市
消
防
局
と
共
に
雪
彦
山
遭
難
対

策
協
議
会
に
加
入
し
て
お
り
、
同
じ

く
協
議
会
員
で
あ
る
兵
庫
県
山
岳
連

盟
は
り
ま
支
部
、
姫
路
警
察
署
と
合

同
で
毎
年
九
月
に
は
大
規
模
救
助
訓

練
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
登
山
は
苦
手
と
思
わ
れ
る

方
で
も
、
雪
彦
山
中
に
源
流
を
持
つ

夢
前
川
を
下
る
と
、
上
流
域
で
は
鮎

狩
り
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
が
有
り
、
中

流
域
で
は
塩
田
温
泉
郷
が
有
り
、
下

流
域
で
は
工
場
見
学
や
直
売
場
が
あ

る
食
品
加
工
工
場
や
中
世
の
豪
族
で

あ
っ
た
赤
松
氏
の
置
塩
城
跡
も
有
り

ま
す
。
広
い
夢
前
町
域
な
の
で
徒
歩

で
は
無
理
で
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
間
は

車
で
移
動
さ
れ
、
目
的
地
に
到
着
後

は
、
ゆ
っ
く
り
散
歩
を
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
へ
の
継

続
的
な
支
援
を
行
う
た
め
、「
東
日

本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
・
兵
庫
」
が

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
内

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
北
各
市
町
の

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
か
ら

情
報
を
集
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行

く
際
に
必
要
な
最
新
の
情
報
が
提
供

さ
れ
て
い
ま
す
。

電
話
：

�

〇
七
八—

三
六
〇—

〇
〇
六
八

時
間
：
九
時
〜
一
七
時

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　http://w
w
w
.hyogo-vplaza.jp/

東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー
・
兵
庫

　
名
峰�
雪
彦
山�

を
歩
き
ま
せ
ん
か

姫
路
市
夢
前
町
消
防
団 

団
長 

栗
林
忠
道

家財再建共済制度 ８月１日より開始

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　
「
兵
庫
消
防
」
平
成
二
三
年

五
月
一
五
日
発
行
第
六
三
〇

号
の
『
芦
屋
春
の
大
園
遊
会

二
〇
一
一
突
撃
取
材
！
』
に
お

い
て
、
掲
載
写
真
の
タ
イ
ト
ル

を
誤
っ
て
掲
載
し
て
お
り
ま

し
た
。

　

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、
次
の
と
お
り
修
正
い

た
し
ま
す
。

　

正　

芦
屋
春
の
大
園
遊
会

（
誤　

芦
屋
市
消
防
出
初
式
）

編
集
後
記

名峰雪彦山

賀野神社


